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研究内容︓
 これまで⽝の呼吸器疾患全体においてどのような病気が多いか、どのような品種に好発するかという疫学研究は世界的にも報告されてい
ませんでした。我々は⽇々の診療において、⽇本の特定の⼈気品種にある呼吸器疾患が発⽣しやすいという印象をさまざまな場⾯で経験し
て来ました。しかしながら⽇本国内での⼈気品種は欧⽶とは⼤きく異なるため、品種と呼吸器疾患の関連性についてもこれまで海外ではほ
とんど報告がありませんでした。そのため我々は過去に本学付属動物医療センター呼吸器科に来院した⽝のカルテデータを元に回顧的研究
を実施し、⽇本の⽝の呼吸器疾患ではどのような病気が多いか疫学調査を実施しました。また本学の他の診療科に来院した⽝の品種内訳と
⽐較し、統計学的に好発品種の調査を⾏いました。
 その結果、気管・気管⽀疾患が全体の33%ともっとも多く認められ、⿐腔(30%)、咽頭(13%)、喉頭(11%)、肺(9%)と続きました。ま
た品種との関連性として、ミニチュア・ダックスフンドは慢性気管⽀炎や気管⽀拡張症、⾮感染性⿐炎が、ポメラニアンやチワワなどの複
数の⼩型品種には気管・気管⽀虚脱が、フレンチ・ブルドッグやパグ などの短頭品種やポメラニアンには短頭種気道症候群が、ゴールデ
ン・レトリーバーにはアスペルギルス属感染⿐炎が好発であることが明らかとなりました。その他にも複数の疾患において品種との関連性
が認められました。本研究から得られた結果は、今後の⽝の呼吸器疾患の診療において診断・治療だけでなく、病態解明の⼀助となり予防
にも応⽤できると考えられます。


